
郡山市水防計画（令和８年度修正）について 

１．令和８年度 郡山市水防計画修正の趣旨 

令和８年 5月改定の国土交通省「水防計画作成の手引き（水防管理団体版）」等を踏まえ、郡山市水防

計画を見直したものである。今回の修正は、従来の水防活動に加え、新しい防災気象情報、氾濫発生水

位、緊急安全確保、氾濫等の通報等を計画上明確にすることを主な目的としている。 

２．今回の変更の全体像 

項 目 手引き等での変更・整理 郡山市水防計画への反映 主な掲載箇所 

①防災気象情報 
令和８年５月からの新しい

防災気象情報体系を反映 

レベル 2大雨注意報・レ

ベル 2 氾濫注意報等を水

防配備の判断材料として

整理 

第 2章・第 4章等 

②氾濫発生水位 

従来の「氾濫する可能性の

ある水位」を「氾濫発生水

位」として整理 

用語定義、水位観測所一

覧、洪水予報の水位表に

追加 

第 1章・第 4章・

第 5章 

③緊急安全確保 

避難のための立退きに加

え、緊急安全確保の考え方

を明確化 

高所移動、堅固な建物へ

の退避等を明記 
第 10 章第 6節 

④氾濫等の通報 
氾濫による著しい危険が切

迫した場合の通報を整理 

河川管理者・下水道管理

者からの通報及びその後

の処置を明記 

第 10 章第 7節 

⑤最新情報の反映 
地域の最新の気象・浸水リ

スク情報を計画へ反映 

福島地方気象台の最新基

準、令和 8年 3 月公表の

洪水浸水想定区域図等を

反映 

資料編等 

※今回の修正は「手引きの変更」だけでなく、福島県水防計画・福島地方気象台等の最新情報や郡山

市地域防災計画、市の組織・連絡体制も反映したものとして整理している。 

 

３．主要な変更内容の詳細 

（１）「氾濫発生水位」の導入 

第 1 章の用語定義に「氾濫発生水位」を追加し、洪水により相当の家屋浸水等の被害が生じる氾濫が発生

する水位として整理した。また、市町村長の緊急安全確保措置の発令判断の目安となることを明記した。 

第 5 章の水位観測所一覧にも「氾濫発生水位」の欄を追加し、水防団待機水位、氾濫注意水位、避難判断

水位、氾濫危険水位と一連の水位体系として整理している。 

 

 

 

 

 

（２）新しい防災気象情報への対応 

福島地方気象台の令和 8年 5 月 28 日時点の発表基準を資料編に掲載し、レベル 2 大雨注意報、レベル

3 大雨警報、レベル 4大雨危険警報、レベル 5大雨特別警報等の体系を反映した。  

水防配備の基準についても、レベル 2大雨注意報、レベル 2氾濫注意報等を判断材料として整理し、局地

的大雨等による突発的な内水被害への初動体制を位置付けている。 

（３）避難から「緊急安全確保」までの対応を明確化 

第 10 章第 6節の名称を「避難のための立退き又は緊急に安全を確保すべき対応」とし、立退き避難だ

けでなく、高所への移動、近傍の堅固な建物への退避、屋内の安全な場所での待避等を明記した。 

洪水等により著しい危険が切迫した場合に、水防管理者が必要な区域の居住者等へ指示できること、警察

への通知及び県中建設事務所への報告を整理している。 

（４）「氾濫・決壊・漏水等の通報」の整理 

第 10 章第 7節に、河川管理者・下水道管理者が、浸水想定区域における氾濫による著しい危険が切迫

していると認める場合に通報する考え方を明記した。 

決壊・越水等が発生してからの通報だけでなく、氾濫の著しい危険が切迫した段階から関係機関へ情報を

伝達する考え方を計画に反映している。 

（５）監視・確認情報の活用 

氾濫等の通報では、河川管理者等が通常の管理業務で把握する情報を基本とし、巡視、監視カメラ等に

よる確認情報を活用する考え方が示されている。 

郡山市の水防計画でも、緊急安全確保の判断後の安全確保や、氾濫・決壊等の確認・通報に関する記載を

追加・整理している。 

  

【参考】気象庁による防災気象情報の見直し          (気象庁ウェブサイトより) 


